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令和元年度第２２回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和２年２月１９日 

                    担当部・課：福祉部生活再建支援課〔内線３９５２〕 

① 件  名 

東日本大震災及び令和元年台風第１９号二重被災世帯に対する見舞金の支給について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

  令和元年台風第１９号では、東日本大震災による地盤沈下の影響と復興事業の排水対策事業が終

了していないことなどの要因が重なった結果、市内の広範囲で建物浸水の被害が発生した。 

この中には、東日本大震災で被災された方が、新たな再建先で今回の台風による浸水被害を受け

た、いわゆる「二重に被災した世帯」が多数存在している。 

 

【目的】 

 東日本大震災と復興期間における令和元年台風第１９号の被災を鑑みて、重ねて被災された世帯

へ見舞金を支給するもの。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

令和元年１０月１２日 令和元年台風第１９号による災害 

⑤ 主な内容 

【対象世帯】 

 罹災判定が東日本大震災で「半壊以上」かつ令和元年台風第１９号で「半壊以上」又は「一部損壊

のうち床上浸水」の世帯 

  ※台風第１９号の罹災判定：半壊以上              １７０件 

               一部損壊のうち床上浸水       ２２３件 

(※令和２年２月５日現在)      ３９３件 

【支給金額】 

・罹災判定が東日本大震災で「半壊以上」かつ令和元年台風第１９号で「半壊以上」 100,000 円 

・罹災判定が東日本大震災で「半壊以上」かつ令和元年台風第１９号で「一部損壊のうち床上浸水」 

50,000 円 

【支給方法】 

  対象世帯への通知後、申請に基づき支給 

【申請期間】 

  令和２年４月１日から令和２年６月３０日まで 

⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

  二重被災者の負担を軽減し、生活再建に資する。 

 

【市財政への負担】 

（支給見込額）※令和元年台風第１９号の罹災判定による区分 

   半壊以上                         100,000 円×200 件＝20,000,000 円 

一部損壊のうち床上浸水        50,000 円×250 件＝12,500,000 円 

 

合計                   450 件 32,500,000 円 

（財源） 

    震災復興基金（県交付金） ※令和２年度当初補正予算で対応予定 
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⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

 二重被災者の見舞金制度を実施する県内市町村は無い。 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

令和２年３月 令和２年第１回定例会に当初補正予算を追加提案 

同月 （仮称）東日本大震災及び令和元年台風第１９号二重被災見舞金支給要綱の制定 

  （施行予定年月日：令和２年４月１日） 

４月 対象世帯へ通知、受付開始（～６月３０日） 

⑨ その他 

 

 


